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（
産
業
振
興
促
進
計
画
の
記
載
事
項
）

第
二
条

法
第
十
一
条
第
三
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

産
業
振
興
促
進
計
画
の
名
称

二

産
業
振
興
促
進
計
画
の
目
標
の
達
成
状
況
に
係
る
評
価
に
関
す
る
事
項

三

産
業
の
振
興
を
促
進
す
る
上
で
の
課
題

四

東
京
都
、
関
係
市
町
村
、
関
係
団
体
、
民
間
事
業
者
そ
の
他
の
者
と
の
適
切
な
役
割
分
担
及
び
連
携
に
関
す
る

事
項

五

法
第
十
一
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
に
は
、
補
助
金
等
交
付
財
産
の
名
称
、
現
行
の

用
途
、補
助
金
等
交
付
財
産
に
充
て
ら
れ
た
補
助
金
等
及
び
当
該
補
助
金
等
交
付
財
産
を
所
管
す
る
府
省
の
名
称
、

補
助
金
等
交
付
財
産
の
処
分
の
方
法
及
び
実
施
主
体
並
び
に
補
助
金
等
交
付
財
産
の
処
分
後
の
用
途
に
関
す
る
事

項
六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
産
業
振
興
促
進
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
）

第
三
条

小
笠
原
村
は
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
振
興
促
進
計
画
の
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
に
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
図
書
の
う
ち
当
該
産
業
振
興
促
進

計
画
の
変
更
に
伴
い
そ
の
内
容
が
変
更
さ
れ
る
も
の
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
法
第
十
三
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
）

第
四
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

計
画
期
間
の
六
月
以
内
の
変
更

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
産
業
振
興
促
進
計
画
の
実
施
に
支
障
が
な
い
と
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
る
変
更

（
法
第
十
一
条
第
四
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
旅
館
業
）

第
五
条

法
第
十
一
条
第
四
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
旅
館
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ホ
テ
ル
営
業
、
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
旅
館
営
業
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
簡
易
宿
所
営
業
で
あ
っ
て
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
性
風
俗
関

連
特
殊
営
業
に
該
当
す
る
も
の

二

旅
館
業
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
下
宿
営
業

（
非
居
住
者
の
代
理
人
）

第
六
条

本
邦
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
（
以
下
「
非
居
住
者
」
と
い
う
。）は
、
小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
登

録
を
受
け
る
場
合
に
は
、
本
邦
内
に
住
所
を
有
し
、当
該
非
居
住
者
と
業
務
上
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、

小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
登
録
に
関
す
る
一
切
の
行
為
に
つ
き
、
当
該
非
居
住
者
を
代
理
す
る
権
限
を
有
す

る
も
の
（
以
下
「
代
理
人
」
と
い
う
。）を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
代
理
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

一
年
以
上
の
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
刑
の
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

二

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
前
号
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

（
登
録
事
項
）

第
七
条

法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

二

資
格
を
取
得
し
た
外
国
語
の
種
類

三

非
居
住
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
理
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者

の
氏
名

（
小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
簿
の
様
式
）

第
八
条

法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
十
八
条
の
小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳

案
内
士
登
録
簿
は
、
別
記
第
三
号
様
式
に
よ
る
。

（
登
録
の
申
請
）

第
九
条

法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登

録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
四
号
様
式
に
よ
る
小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
申
請
書
を
、
小

笠
原
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

健
康
診
断
書

二

法
第
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
研
修
を
修
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
以
下
「
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。）

の
写
し

三

履
歴
書

四

写
真
（
最
近
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
半
身
、無
背
景
の
縦
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、横
二
・

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
、
台
紙
を
付
け
な
い
も
の
を
い
う
。
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
第
一
項
に

お
い
て
同
じ
。）二
葉

五

非
居
住
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
理
人
に
小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
登
録
に
関
す
る
一
切
の
行
為
に
つ

き
当
該
非
居
住
者
を
代
理
す
る
権
限
を
付
与
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
当
該
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

３

小
笠
原
村
長
は
、
法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
代
理
人
に
係
る
本
人
確
認
情
報
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和

四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
本
人
確
認
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い

て
、
同
法
第
三
十
条
の
七
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
利
用
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、

住
民
票
の
抄
本
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
）

第
十
条

法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
通
訳
案
内
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思

疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
（
現
に
受
け
て
い
る
治
療
等
に
よ
り
今
後
障
害
の
程
度
が
軽
減
す
る
と
見

込
ま
れ
る
者
を
除
く
。）と
す
る
。

（
小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
証
の
様
式
）

第
十
一
条

法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
二
条
の
小
笠
原
諸
島
特
例

通
訳
案
内
士
登
録
証
は
、
別
記
第
五
号
様
式
に
よ
る
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
十
二
条

小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
は
、
登
録
を
受
け
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
別
記
第
六
号
様
式

に
よ
る
登
録
事
項
変
更
届
出
書
に
登
録
証
、当
該
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
写
真
二
葉
を
添
え
て
、

小
笠
原
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
証
の
再
交
付
の
申
請
等
）

第
十
三
条

小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
は
、
法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
四

条
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
の
再
交
付
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
第
七
号
様
式
に
よ
る
登
録
証
再
交
付

申
請
書
に
、
亡
失
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
修
了
証
明
書
の
写
し
及
び
写
真
二
葉
を
、
著
し
く
損
じ
た
場
合
に
あ
っ
て

は
当
該
登
録
証
、
修
了
証
明
書
の
写
し
及
び
写
真
二
葉
を
添
え
て
、
こ
れ
を
小
笠
原
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
は
、
前
項
の
申
請
を
し
た
後
、
亡
失
し
た
登
録
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な

く
、
こ
れ
を
小
笠
原
村
長
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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